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1.はじめに

近年,蛍光灯を用いた可視光通信により現在の位置情報

を取得する屋内位置案内システムの研究が進められてい

る1 21.ここで,蛍光灯からの光信号は送信周波数に対応

したアナログ回路を用いることで,シリアル信号を復号可

能であるが,蛍光灯特有の波形変動のため, 4800bps以下
の転送速度でのみ受信可能であった.そこで本報告では,

転送速度9600bpsの情報送信に対応する光信号のディジ
タル処理方法とその復号結果について述べる.

2.光信号の特徴

送信情報はRS-232Cシリアル信号として蛍光灯-入力
され, FSK方式を用いて蛍光灯から発信される. 2つの異

なる周波数で蛍光灯の光を構成するため,信号の切り替え

時に輝度が変化し,受光器の受信波形に波形変動が生じる.
また,蛍光灯の反応時間は信号の立ち上がりと立ち下りに
差があるため,入力信号Oと1で蛍光灯からの発信時間が

異なる.信号1を基本周波数100kHz,信号Oを140kHz
で発信した光信号を図1に示す.上は入力信号,下は受光

器の受信波形である.

図1波形変動

3.復号方式

まず最初に,受信波形をAD変換しノイズを除去する.

このため,蛍光灯の基本周波数から信号成分として変調さ

せる周波数までを通過域とするバンドパス特性のFIRフ

ィルタを使用する.従来,アナログ回路を用いた復号にお

いて問題となっていた波形変動は,基本周波数より低い周

波数成分で構成されているため,ディジタルフィルタによ

りノイズとして除去される.

入力信号に対する蛍光灯の反応時間差のため,光信号の

信号0と1では発信間隔が異なる.そこで,信号を細かく

抽出し, lbitに相当する各区間を弁別することでシリアル

信号を復号する.まず,ノイズを除去した信号から振幅の

ピーク値を走査して中点を求め.各中点間(波形の半周期)

のサンプルデータ数と間値を比較し,半周期単位の信号抽

出を行なう・ここでは,閉値として基本周波数と変調した

周波数の各半周期に必要なデータ数の平均値を用いる.吹

に半周期単位で抽出した信号をIbit間隔に区切り,各区間

をその間隔が50%以上抽出されている悟号に置換する.

4.確認実験

転送速度9600bpsで半角英数字1文字を発信した光信号,
8bitバイナリデータを発信した光信号の2つにおいて実験

を行なう.光信号を受信する受光器は蛍光灯の直下Imに

固定し,その波形をサンプリング周波数2MHzでAD変換
する.また,今回の実験では処理速度の関係から,受信か

ら復号までの各処理をオフラインで実行する.

5.塵墨

実験を行なった文字とデータの全ての光信号において,

復号は成功した.実行例として,文字'a'を発信した光信
号の各処理信号を図2に示す.上段から,蛍光灯-の入力

信号,受信信号,ノイズ除去信号,半周期抽出信号,復号
信号である.半周期の抽出信号を弁別して得た復号信号が,

入力信号と一致していることから,送信されたシリアル信

号の復号が成功していることを確認した.
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図2実行結果

6.考察・まとめ

光受信信号に対し,その性質をAD変換した波形から調

査した.さらにディジタル処理を行なうことで,転送速度

9600bpsで発信された光信号からシリアル信号を復号でき
ることを実験で確認した.今後は,さらに蛍光灯と受光器

の位置関係を変えた他の条件下での復号状況を調査し,本
方式の信頼性を検証する予定である.
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